
資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

1　自身の状況 1 現在の年齢を教えてください。 １．19歳以下 ２．20歳代  ３．30歳代 ４．40歳代 ５．50歳代  ６．60歳代 ７．70歳代 ８．80歳代以上 択一 基本情報 0.前提確認 据え置き 〇 〇 〇

1　自身の状況 2
性別※を教えてください。

（※身体的性別）
１．男性 ２．女性 択一 基本情報 0.前提確認 修正 〇 〇 〇

【修正内容】

設問に補足を追記

1　自身の状況 3 現在お住まいの都道府県、市区町村はどちらですか。 １．東京都内 ⇒　　　　（区・市・町・村）　　　２．東京都外 ⇒　　　　　　　 （道・府・県） 択一 基本情報 0.前提確認 据え置き 〇 〇 〇

1　自身の状況 4(1) 現在、同居されている方はいますか。 １．いる   ２．いない 択一 基本情報 0.前提確認 据え置き 〇 〇 〇

1　自身の状況 4(2)
同居されている方がいる場合は、同居者についても教えて

ください。
ア．配偶者 イ．父母 ウ．兄弟姉妹 エ．子ども オ．友人・知人  カ．その他 複数選択 基本情報 0.前提確認 据え置き 〇 〇 〇

1　自身の状況 5

現在、この調査票を受け取った病院（以下「本病院」と記

します。）では、入院、外来のどちらで受診されています

か。

１．入院 ２．外来 択一 基本情報 0.前提確認 据え置き 〇 〇 〇

1　自身の状況 6 主な受診診療科をお選びください

1.内科　2.外科　3.乳腺科　4.婦人科　5.泌尿器科

6.血液（腫瘍）内科　7.消化器外科　8.消化器内科　9.脳神経外科

10.整形外科　11.小児科　12.小児外科　13.歯科

14.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

択一 基本情報 0.前提確認 追加 〇 〇 〇
【設問追加趣旨】

基本的な確認事項として追加

1　自身の状況 7(1)

問３でお答えいただいたご自宅から、本病院まで通院する

場合の交通手段について、あてはまるものをお選びくださ

い。

１．電車 ２．バス ３．タクシー ４．自家用車 ５．自動二輪車 ６．自転車 ７．徒歩  ８．その他 複数選択 基本情報 0.前提確認 修正 〇 〇 〇
【修正内容】

「タクシー」と「自家用車」を選択肢として分割

1　自身の状況 7(2)
また、おおよその通院に係る時間（片道）をご記入くださ

い。
片道　約（　　　　　）時間（　　　　　）分 直接記載 基本情報 0.前提確認 据え置き 〇 〇 〇

1　自身の状況 8
本病院には、がんの検査や治療のために、いつ頃から受診

されていますか。
西暦（　　　　　　　）年（　　　　　　）月　頃から 直接記載 基本情報 0.前提確認 据え置き 〇 〇 〇

1　自身の状況 9

かかりつけの医師※はいますか。

※がんの治療を受けている病院以外で日常的な診療や健康

管理等を行ってくれる身近な診療所等の医師

１．特にかかりつけの医師はいない

２．かかりつけの医師はいるが、現在のがんの状態や治療状況について話したり相談したりすることはな

い

３．かかりつけの医師がおり、現在のがんの状態や治療状況について話したり相談したりする

択一 基本情報 0.前提確認 削除候補 〇 〇 〇 ※全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

2　罹患当初の状況 10

現在、本病院で治療や経過観察を受けている「がん」につ

いて伺います。

最初に「がん」が見つかったきっかけは何でしたか。

１．痛み、吐き気、下血、吐血、しこり等の何らかの自覚症状　　２．自治体（市区町村）が行うがん検

診

３．自身が勤める会社や、自身または配偶者が加入する健康保険組合等が行う健康診断・がん検診

４．自ら医療機関や健診機関で受けた人間ドックや健康診断・がん検診

５．本病院でがん以外の疾患の治療・受診中に異常が発見された

６．本病院以外の医療機関でがん以外の疾患の治療・受診中に異常が発見された

７．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

択一 二次予防 2.課題の有無 据え置き 〇 〇 〇

2　罹患当初の状況 10
問９のきっかけがあった後、すぐ（３か月以内）に医療機

関を受診しましたか。

１．すぐに本病院を受診した　２．すぐに本病院以外の医療機関を受診した

３．すぐには受診しなかったが、しばらくたって本病院を受診した

４．すぐには受診しなかったが、しばらくたってから本病院以外の医療機関を受診した

択一 二次予防 削除
前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

2　罹患当初の状況 11 最初に受診された医療機関を選んだ理由は何ですか。

１．健康診断やがん検診を受けて異常を指摘された医療機関

２．異常を指摘された医療機関から紹介された病院　３．がん以外の病気で治療を受けていた医療機関

４．親戚や友人の紹介・勧めがあった医療機関

５．新聞・雑誌・インターネット等で情報を集めて良いと思った医療機関

６．自宅から近くて便利な場所にある医療機関　７．職場や学校等から近くて便利な場所にある医療機関

８．大学病院　　９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

複数選択 病院選定 (趣旨不明) 修正
【修正内容】

21行目の設問の削除に伴い、質問導入部分の文言を修正

2　罹患当初の状況 12

問１０で、「２．すぐに本病院以外の医療機関を受診し

た」または「４．すぐには受診しなかったが、しばらく

たってから本病院以外の医療機関を受診した」と回答され

た方に伺います。

問１１で回答された医療機関を受診された後、本病院を受

診されるまでに、いくつ医療機関を受診されましたか。

１．問１１で受診した医療機関と本病院のみ

２．問１１で受診した医療機関と本病院以外に、別の医療機関を１か所受診している

３．問１１で受診した医療機関と本病院以外に、別の医療機関を２か所受診している

４．問１１で受診した医療機関と本病院以外に、別の医療機関を３か所以上受診している

５．わからない・覚えていない

択一 病院選定 (趣旨不明) 削除
前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

2　罹患当初の状況 12 最終的に本病院を受診したきっかけは何ですか。

１．異常を指摘された医療機関等から紹介された　　２．がん以外の病気で受診していたから

３．親戚や友人の紹介・勧めがあったから

４．新聞・雑誌・インターネット等の情報を収集の上で判断

５．利用実績が高かったため

６．治療法が良いと感じたため

７．自宅から近かったから　　８．会社や学校等から近かったから

９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

複数選択 病院選定
3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇 〇

【修正内容】

本病院のどの点を評価して受診に至ったか確認するため選

択肢５・６を追加

3　治療内容 13
問１２で本病院の受診に至り、本病院で治療を始めた「が

ん」の部位・がんの種類はどれですか。

１．肺 ２．胃 ３．肝臓 ４．大腸 ５．乳房 ６．すい臓７．食道    ８．子宮 ９．卵巣　１０．前立腺　１1.

白血病　１2.悪性リンパ腫　１3.脳・脊髄腫瘍　１4.神経芽腫

１5.肝芽腫　１6.腎腫瘍　１7.胚細胞腫瘍（脳・脊髄を除く）・性腺腫瘍

１8.骨・軟部腫瘍　１9.甲状腺がん　　２０．その他（具体的に：　　　　　）

複数選択 基本情報 0.前提確認 修正 〇 〇 〇

【修正内容】

回答対象者には15歳以上の小児がん患者も含まれるた

め、小児がんのがん腫を追加

3　治療内容 14
本病院で治療を始めた「がん」について、治療を開始され

た時の病状はどのようなものでしたか。

１．治療によってがんの完治がほぼ確実にできそうな状況

２．確実とは言えないが、治療によってがんの完治を目指す状況

３．治療によってがんの進行を抑える状況

４．積極的な治療はせず、がんの症状を和らげる状況　５．経過観察の状況

６．わからない・覚えていない

択一 基本情報 0.前提確認 修正 〇 〇 〇

【修正内容】

前回調査の選択肢が難解であったため、患者が答えやすい

ように選択肢の文言を見直し

3　治療内容 15 本病院でこれまでどのような治療を受けられましたか。

１．がん病巣を取り除く外科的手術 　　２．内視鏡によるがんを取り除く治療

３．抗がん剤・ホルモン剤などの薬の投与による治療 　　４．放射線による治療

５．痛みなどの辛い症状を和らげる治療　 ６．造血幹細胞などの移植　　７．その他（具体的に：

）

複数選択 基本情報 0.前提確認 修正 〇 〇 〇
【修正内容】

設問文を分かりやすく修正

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

3　治療内容 16 今現在の治療状況を教えてください。

１．再発もしくは転移はしていない状況での治療を継続中

２．治療が終わり、または病態が落ち着いており、経過観察や定期検査中（長期フォローアップ含む）

３．治療開始から５年程度を経て、がんの再発は見られず、特に治療はしていない状態

４．再発もしくは転移がわかった後の治療を継続中

５．治療はせず、痛みなどの辛い症状を軽減する処置を継続中　　　６．その他（具体的に：

）

択一 基本情報 0.前提確認 修正 〇 〇 〇

【修正内容】

小児・AYA世代の回答を想定し、長期フォローアップにつ

いて選択肢に追記（選択肢２）

3　治療内容 17

本病院の外来を受診されている方に伺います。

現在、本病院に定期的に通院しながら、本病院以外の医療

機関で、がんの治療や日頃の健康管理などを受けています

か。

１．受けていない（本病院での治療のみ）

２．本病院に定期的に通院し、経過観察を受けながら、一部の治療を他の医療機関で受けている

３．本病院で専門的な検査や治療を受けながら、日頃の健康管理はかかりつけの医師で受けている

４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択 地域移行 1.取組評価 修正 〇 〇

【修正内容】

選択肢を簡略化し、具体的な治療内容は次の設問で確認

【現計画取組】

分野別取組　Ⅲ１(1)④

転退院支援の充実

3　治療内容 18(1)

問１７で「２．本病院に定期的に通院し、経過観察を受け

ながら、一部の治療を他の医療機関で受けている」と回答

された方に伺います。

(1)本病院以外の医療機関では、どのような治療・処置を受

けていますか。

１．抗がん剤・ホルモン剤などの薬の投与

２．放射線

３．腹水や胸水への処置

４.浮腫（むくみ）への処置

５.医療用麻薬

６.輸液

７.輸血

８.神経ブロック

９.その他（具体的に：

複数選択 地域移行
3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇 〇

【修正内容】

選択肢の内容を整理

【補足】

併診の普及度合いを知ることが狙い。ハードなものからラ

イトなものまで、地域でできていることを可視化する。

3　治療内容 18(2) (2)また、他の医療機関での治療を始めた理由は何ですか。

１．本病院で医師から勧められた

２．本病院への通院のための移動が負担なので、本病院に相談した。

３．他の医療機関で受けたい治療があったため、本病院に相談した。

４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　 　）

択一 地域移行
3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇 〇

【修正内容】

選択肢の文言を修正

3　治療内容 19(1) (1)がんに罹患後、歯科を受診していますか

1.定期的に受診している

2.不定期ではあるが、受診したことはある

3.受診したことはない

択一 地域移行 1.取組評価 削除候補 〇

※現計画の取組評価のため新設しようとした設問である

が、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【現計画取組】

分野別取組　Ⅲ１(2)①

地域の医療機関や在宅医等との連携支援

3　治療内容 19(2) (2)歯科を受診したきっかけを教えてください

1.がんに罹患後、受診するように主治医から勧められた

2.がんに罹患後、虫歯などにより歯科を受診する必要性が生じた

3.がんに罹患する前から定期的に受診している

択一 地域移行 1.取組評価 削除候補 〇

※現計画の取組評価のため新設しようとした設問である

が、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【現計画取組】

分野別取組　Ⅲ１(2)①

地域の医療機関や在宅医等との連携支援

3　治療内容 20(1) (1)がんに罹患後、リハビリテーションを受けましたか
1.受けたことがある

2.受けたことはない
択一 地域移行 1.取組評価 削除候補 〇

※現計画の取組評価のため新設しようとした設問である

が、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【現計画取組】

分野別取組　Ⅲ１(2)①

地域の医療機関や在宅医等との連携支援

3　治療内容 20(2)
(2)リハビリテーションを受けたことがある場合、タイミン

グはいつですか

1.治療前　2.治療開始後　3.病状進行に伴う機能低下時

4.積極的治療の終了時

複数選択

（選択数制

限なし）

地域移行 2.課題の有無 削除候補 〇

※課題の有無の確認のために新設しようとした設問である

が、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

(4)と合わせて分析することで、リハビリのタイミングと

ADL低下の関係を確認

3　治療内容 20(3)
(3)リハビリテーションを受けたことがない場合、その理由

は何ですか

1.がん患者もリハビリを受けるものとは知らなかった

2.リハビリを希望する旨を言い出せなかった

3.主治医より提案があったが、体調が優れなかった

4.主治医より提案があったが、必要を感じないため断った

択一 地域移行
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇

※課題の原因分析のために新設しようとした設問である

が、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

リハビリテーション促進にあたり障壁となっている点を確

認

3　治療内容 20(4)
(4)現在、日常生活において次のような不自由さはあります

か

1.しびれる、筋力が低下している

2.飲み込むこと、声を出すことが難しい

3.体力が低下した

4.麻痺が生じている

5特に不自由さはない

複数選択

（選択数制

限なし）

地域移行 2.課題の有無 削除候補 〇

※課題の有無の確認のために新設しようとした設問である

が、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

(2)と合わせて分析することで、リハビリのタイミングと

ADL低下の関係を確認

4　治療方針 21(1)
本病院での治療内容は、どのように決定しましたか。

(1)選択肢が複数示されたかどうか、教えてください。

１．１つの選択肢のみ示された

２．複数の選択肢が示された

３．わからない・覚えていない

択一 意思決定 2.課題の有無 削除候補 〇 ※全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

4　治療方針 22(2)
(2)示された選択肢について、どなたが決めたか、教えてく

ださい。

１．自分が決めた

２．医師の勧めに従って決めた

３．自分と家族で決めた

４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　）

５．わからない・覚えていない

択一 意思決定 2.課題の有無 削除候補 〇 ※全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

4　治療方針 19(1)
(1)治療内容について、本病院の主治医以外の者からも説明

がありましたか。

１．あった

２．なかった

３．わからない・覚えていない

択一 意思決定 2.課題の有無 削除
前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

4　治療方針 19(2)
(2)主治医以外の者からも説明があった場合、誰が説明した

か教えてください。

１．放射線治療の医師　　２．化学療法の医師　　３．上記以外の医師（医師の診療科など：　　）

４．外来や病棟の看護師　　５．がん相談支援センターの担当者

６．その他の職員（職員の職種・所属：　　　　　 　　　　　）　　７．わからない・覚えていない

複数選択 意思決定
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除

前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

4　治療方針 23
治療内容決定の際の主治医等からの説明により、疑問や不

安は解消されましたか。

１．解消された　　２．どちらかというと解消された

３．どちらかというと解消されなかった ４．まったく解消されなかった
択一 意思決定 1.取組評価 据え置き 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅲ１(1)③

医療の質の向上及び均てん化を推進

4　治療方針 24

問２３で「２．どちらかというと解消された」または

「３．どちらかというと解消されなかった」または「４．

まったく解消されなかった」のいずれかを選ばれた方に伺

います。

疑問や不安が解消されなかったと思った理由は何ですか。

１．説明の時間が短かった 　２．説明がわかりづらかった

３．質問がしづらく内容がよくわからないままだった 　４．考える間を与えてもらえず一方的だった

５．説明者の言葉づかいが乱暴だった 　６．説明者の言葉づかいや表情が冷淡だった

７．顔を見て話してくれなかった 　８．励ましや寄り添いの言葉がなかった

９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択 意思決定
3.課題深掘り/

ニーズ調査
据え置き 〇 〇

4　治療方針 25

セカンドオピニオン※の取得について本病院の医師からは

どのように説明されましたか。

※診断や治療方針などについて、他の病院の医師の意見を

求めるため診断を受けること

１．セカンドオピニオンを受けるという選択肢について医師から提示があった

２．セカンドオピニオンを受けるという選択肢について、医師から提示はなかったが、尋ねたら説明され

た

３．セカンドオピニオンについては説明されなかった

４．その他（具体的に：　　　                          　　　　　　）　　５．わからない・覚えていない

択一 意思決定 2.課題の有無 修正 〇

【修正内容】

従来の選択肢は「積極的に勧められた」等の抽象的な表現

が含まれていたため、回答しやすいよう選択肢の文言を整

理

4　治療方針 26 セカンドオピニオンを受けましたか。

１．受けた

２．受けなかった

　　(1)必要性を感じなかった

　　(2)受けたかったが受けなかった

　　(3)セカンドオピニオンを知らなかった

択一 意思決定 2.課題の有無 修正 〇
【修正内容】

「受けなかった」理由を確認するため(1)～(3)に細分化

4　治療方針 27(1)
問２６で「１．受けた」と回答された方に伺います。

セカンドオピニオン先はどのように選定しましたか。

１．医療機関等から紹介された　　２．がん以外の病気で受診していたから

３．親戚や友人の紹介・勧めがあったから

４．新聞・雑誌・インターネット等で情報を集めて良いと思ったから

５．利用実績が高かったため

６．治療法が良いと感じたため

７．自宅から近かったから　　８．会社や学校等から近かったから

９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

複数選択 意思決定
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

セカンドオピニオン促進の方策検討

4　治療方針 27(2)

問２６で「２．（２）受けたかったが受けなかった」と回

答された方に伺います。

セカンドオピニオンを受けなかった理由を教えてくださ

い。

１．最初に受診した医療機関に後ろめたさがあったため（心理的な抵抗感）

２．医療機関の探し方が分からなかった

３．検討したが、受診したいと思える医療機関が見つからなかった

４．費用が高い

６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

択一 意思決定
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

セカンドオピニオン促進にあたっての支障確認

4　治療方針 24

問２３で「１．受けた」と回答された方に伺います。

セカンドオピニオンはどの診療科の医師から受けました

か。

１．主治医と同じ診療科の医師 ２．放射線治療の医師 ３．化学療法の医師

４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　                  　　）

５．わからない・覚えていない

複数選択 意思決定 (趣旨不明) 削除
前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

5　不安や辛さ 28
緩和ケアの内容や範囲について説明を受けたことはありま

すか、知っていますか。

1.受けたことがあり、知っている

2.受けたことがあるが、よく分からない

3.受けたことはないが、知っている

2.受けたことはなく、よく分からない

択一 緩和ケア 2.課題の有無 追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

緩和ケアに係る正しい知識の普及のため、病院等の場での

説明の状況を確認

5　不安や辛さ 29

「緩和ケア」と聞いて、どのようなイメージをお持ちです

か。

１～３からあてはまる選択肢を１つ、４～６からあてはま

る選択肢を複数、７～８からあてはまる選択肢を１つ選ん

でください。

（緩和ケアの開始時期）　※あてはまるものを１つ

１．がんと診断された時から行う痛みなどを和らげるケア

２．がんの治療と並行して行う痛みなどを和らげるケア

３．抗がん剤や放射線の治療などができなくなった時期から始める、痛みなどの苦痛を和らげるためのケア

（緩和ケアの内容）　　※あてはまるものを全て

４．がんによる疼痛、抗がん剤や放射線治療による副作用などの身体的苦痛を和らげるためのケア

５．今後の治療に対する不安などの精神的苦痛を和らげるためのケア

６．医療費や家族、仕事などの社会的苦痛を和らげるためのケア

（影響について）　　　※あてはまるものを１つ

７．痛みの軽減のために麻薬を使うことで、中毒の恐れがある

８．痛みの軽減のために用いる麻薬は、痛みがある状態で使用すると中毒にならない

複数選択 緩和ケア 1.取組評価 修正 〇 〇

【修正内容】

・「緩和」「苦痛を和らげる」等の表記の混在を修正

・選択肢の対比関係を分かりやすくするため、選択肢の文

言を修正（１～３は開始時点を問うもの、４～６は内容を

問うもの）

・選択肢４に、「がんによる疼痛」を追加

・対比関係を明確にするため、選択肢８を追加

【現計画取組】

分野別取組　Ⅳ３①

都民や患者及び家族に対する緩和ケアに関する普及啓発の

強化

【補足】

・第二次改定計画における重点指標

5　不安や辛さ 30

あなたは、本病院での入院または外来の際に、あなたの身

体的な痛みや精神的な辛さなどの状態を把握するための問

診票の記載をしたり、問診に回答したりしたことがありま

すか。

１．回答した、または問診を受けたことがある

 ⇒　ア．１回のみ　　イ．定期的に回答　　ウ．定期的ではないが複数回、回答

２．問診を受けたり回答を依頼されたことはない　　３．問診を依頼されたことがあるが断った

４．わからない、覚えていない

択一 緩和ケア 1.取組評価 据え置き 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅳ１(1)①

診断時からの疼痛スクリーニングの充実

5　不安や辛さ 31

問３０で「１．回答した、または問診を受けたことがあ

る」と回答された方に伺います。

問診内容について教えてください。

1.身体の痛み

2.痛み以外の身体の不快な症状（吐き気、しびれ、だるさ等）

3.心のつらさ（不安・生きる意味への問い等）

4.社会的な問題（仕事上の問題、経済的な問題、家庭内の問題等）

5.その他（具体的な内容）

複数選択

（選択数制

限なし）

緩和ケア 1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅳ１(1)①

診断時からの疼痛スクリーニングの充実

【設問追加趣旨】

問診の有無だけでなく、問診内容ごとに効果を検証する必

要があるため

5　不安や辛さ 32(1)

問３１で「1.身体の痛み」「2.痛み以外の身体の不快な症

状」と回答した方に伺います。

医療従事者に伝えた後、対応や改善はみられましたか。

1.対応があり、改善した

2.対応はあったが改善しなかった

3.対応はなかった

4.痛みやつらさはなく、対応を必要としなかった

択一 緩和ケア 1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅳ１(1)①

診断時からの疼痛スクリーニングの充実

【設問追加趣旨】

問診の有無だけでなく、問診内容ごとに効果を検証する必

要があるため



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

5　不安や辛さ 32(2)
問３１で「3.心のつらさ」と回答した方に伺います。

医療従事者に伝えた後、対応や改善はみられましたか。

1.対応があり、改善した

2.対応はあったが改善しなかった

3.対応はなかった

4.痛みやつらさはなく、対応を必要としなかった

択一 緩和ケア 1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅳ１(1)①

診断時からの疼痛スクリーニングの充実

【設問追加趣旨】

問診の有無だけでなく、問診内容ごとに効果を検証する必

要があるため

5　不安や辛さ 32(3)
問３１で「4.社会的な問題」と回答した方に伺います。

医療従事者に伝えた後、対応や改善はみられましたか。

1.対応があり、改善した

2.対応はあったが改善しなかった

3.対応はなかった

4.痛みやつらさはなく、対応を必要としなかった

択一 緩和ケア 1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅳ１(1)①

診断時からの疼痛スクリーニングの充実

【設問追加趣旨】

問診の有無だけでなく、問診内容ごとに効果を検証する必

要があるため

5　不安や辛さ 29

問２８で「１．回答した、または問診を受けたことがあ

る」と回答された方に伺います。

問診で痛みがあり辛いことを主治医や看護師などに伝えた

後、痛みや辛さの改善のためのケアがなされましたか。

１．すぐに対応があり、かなり改善した　　２．時間がかかったが対応があり、かなり改善した

３．すぐに対応があり、少し改善した　　　４．時間がかかったが対応があり、少し改善した

５．すぐに対応があったが、あまり改善しなかった

６．時間がかかって対応があったが、あまり改善しなかった

７．痛みや辛さがあったが特段対応されたことはない　　８．痛みや辛さがない、もしくはあまりない

択一 緩和ケア 1.取組評価 削除
本設問に代えて、上記の追加設問において問診内容ごとの

対応効果を確認することとする

5　不安や辛さ 30 本病院の「緩和ケアチーム※」を知っていますか。 １．知っている ２．知らない 択一 緩和ケア (趣旨不明) 削除
前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

5　不安や辛さ 31(1)
本病院には、「緩和ケア研修会※」を受講した医師がいる

ことを知っていますか。
１．知っている　 ２．知らない 択一 緩和ケア (趣旨不明) 削除

前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

5　不安や辛さ 31(2) 知っている場合、何で知りましたか。
１．受講者名簿の院内掲示　　２．院内ポスター　　３．医師が身に着けている修了者バッジ

４．その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　）
複数選択 緩和ケア (趣旨不明) 削除

前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

5　不安や辛さ 33

本病院の外来を受診されている方に伺います。

あなたは今、日常生活をがんにかかる前と同じように過ご

すことができていますか。

１．がんにかかる前と同じように生活できている

２．手術や薬の副作用などはあるが、以前と同じように生活できている

３．痛みや副作用などがあり、以前と同じようには生活できていない

４．痛みや副作用などが強く、日常生活を送るのに相当苦労している　　５．その他（具体的に：　　）

択一 緩和ケア 1.取組評価 据え置き 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅳ１(1)③

患者・家族へ提供する緩和ケアの質の向上と均てん化の推

進

【補足】

第二次改定計画における重点目標

5　不安や辛さ 34
自宅近くの医療機関で、がんによる身体症状を和らげる処

置が受けられるのであれば、受診したいと思いますか。

１．思う

２．どちらかといえば思う

３．どちらかといえば思わない

４．思わない

５．わからない

択一 地域移行
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

緩和ケアの地域移行に係るニーズの把握

5　不安や辛さ 35(1)

問３４で「3.どちらかといえば思わない」「4.思わない」

と回答した方に伺います。

理由を教えてください。

1.本病院に通いたい

2.自宅近くの医療機関でどのような処置が受けられるかわからない

3.自宅近くの医療機関の探し方がわからない

4.通院ではなく在宅（自宅や施設を含む）で処置を受けたい

5.その他（具体的に：

複数選択

（選択数制

限なし）

地域移行
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

緩和ケアの地域移行に係る阻害要因の把握

5　不安や辛さ 35(2)

問３４で、「１．思う」「２．どちらかといえば思う」と

回答した方に伺います。

どのような処置を受けたいですか。

1.腹水や胸水への処置

2.浮腫（むくみ）への処置

3.医療用麻薬

4.輸液

5.輸血

6.神経ブロック

7.緩和的放射線治療

8.その他（具体的に：

複数選択

（選択数制

限なし）

緩和ケア
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

緩和ケアの地域移行促進のため、地域の中小病院で提供す

る処置をニーズ把握する

5　不安や辛さ 36
自宅近くの医療機関で、がんによる症状を和らげる処置を

受ける場合の不安は何ですか

１．これまでの治療内容が新たな医療機関に伝わっているか

２．新たな医療従事者との関係性づくり

３．希望する処置が受けられるか

４．その他（具体的に：

５．特になし

複数選択

（選択数制

限なし）

地域移行
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

緩和ケアの地域移行への抵抗感の把握

6　終末期の過ごし方 33
人生の最終段階の過ごし方について、自分の希望をどなた

かに伝えたことがありますか。

１．本病院の医師に話をしたことがある　 ２．本病院以外の医師に話をしたことがある

３．配偶者に話をしたことがある 　　　　４．子どもに話をしたことがある

５．親に話をしたことがある

６．１～５以外の人に話をしたことがある（話をした相手［例：友人・知人等］：　　　　　　　）

７．伝えたことはない 　８．まだ希望を決めかねている

複数選択 緩和ケア 2.課題の有無 削除
前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

6　終末期の過ごし方 37
あなたは、人生の最終段階をどこで過ごしたいと思います

か。

１．医療機関（緩和ケア病棟除く）　２．医療機関（緩和ケア病棟）　３．介護施設

４．自宅　５．まだ考えていない
択一 緩和ケア

3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇

【修正内容】

選択肢に「どこで」と「どのようにして」の要素が混在し

て難解であったため、「どこで」に絞る形に修正

6　終末期の過ごし方 38
あなたは、人生の最終段階を「自宅で過ごす」とした場

合、不安に思うことはありますか。

１．訪問診療してくれる医師がいるかどうか　　　２．自宅で身体的な痛みを軽減してもらえるのか

３．自宅で精神的なケアまでしてもらえるのか

４．容体が急に悪化した場合に、すぐに医師が来てくれるのか

５．容体が急に悪化した場合に、すぐに入院できるか　　６.　家族によるサポートの負担　７.　家族によ

るサポートはない中、訪問サービス等のみで対応できるか　　８．その他（具体的に：

）

９．特に不安はない　　１０．わからない

複数選択

（３つま

で）

緩和ケア
3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇

【修正内容】

選択肢７の文言の修正

（元の選択肢は、家族がいる場合には家族のサポートを得

られることを前提とした記載となっていたが、家族がいて

も、家族からサポートを受けることが難しい場合もあるた

め）



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

7　相談・困りごと 39

本病院には「がん相談支援センター」が設置され、看護師

やソーシャルワーカーが、がんに関する様々な相談を受け

付けています。がん相談支援センターを知っていますか。

１．利用したことがある

２．病院内にあることは知っているが、利用したことはない

３．がん相談支援センターがあることを知らない

択一 相談支援 1.取組評価 据え置き 〇 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅴ１(1)①

がん相談支援センターの認知度向上及び機能の充実

【補足】

第二次改定計画における重点指標

7　相談・困りごと 40

問３９で「１．利用したことがある」または「２．病院内

にあることは知っているが、利用したことはない」と回答

された方に伺います、がん患者相談支援センターについ

て、医療従事者から説明はありましたか。

１．どのような相談をできるかを含め、説明があった

２．どのような相談をできるかの説明はなかったが、がん患者相談支援センターの存在については説明が

あった

３．説明はなかった（記憶にないケースも含む）

択一 相談支援 1.取組評価 追加 〇 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅴ１(1)①

がん相談支援センターの認知度向上及び機能の充実

【設問追加趣旨】

がん相談支援センターの活用促進のため、医療従事者から

患者への紹介状況を確認

7　相談・困りごと 41

問４０で「１．どのような相談をできるかを含め、紹介が

あった」または「２．どのような相談をできるかの説明は

なかったが、がん患者相談支援センターの存在については

紹介があった」と回答された方に伺います。紹介があった

のはいつですか。

1.がんの疑いがあった時　2.がん診断時　3.治療開始時

4.治療中　5.治療終了後　6.その他（　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援 1.取組評価 追加 〇 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅴ１(1)①

がん相談支援センターの認知度向上及び機能の充実

【設問追加趣旨】

がん相談支援センターの活用促進のため、医療従事者から

患者への紹介状況を確認

7　相談・困りごと 42

問３９で「１．利用したことがある」と回答された方に伺

います。

がん相談支援センターでは、どのようなことを相談されま

したか。

１．がんの治療や検査方法について

２．副作用や後遺症について（アピアランスの変化*除く）　３．アピアランスの変化について

３．食事・服薬・入浴・運動・外出などについて 　４．在宅医療・介護サービスについて

５．セカンドオピニオンについて　 ６．医療費・生活費・社会保障制度など経済的なことについて

７．仕事の継続や就職など就労に関することについて 　８．悩みや精神的な辛さについて

９．医療者との関係・コミュニケーションについて 　１０．家族との関係・コミュニケーションについて

１１．友人や職場の人間関係・コミュニケーションについて 　１２．恋愛や結婚について　１３．がん生

殖医療について　１４．就学について　その他（具体的に：　　　）

*アピアランスの変化とは、「がん治療による、脱毛、皮膚障害、爪の変化等の外見の変化」のこと。

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇 〇 〇

【修正内容】

主としてAYA世代に関わると思われる相談ニーズを選択肢

に追加（アピアランス、恋愛・結構、生殖、就学）

7　相談・困りごと 43(1)

問３９で「１．利用したことがある」と回答された方に伺

います。

(1)がん相談支援センターを、今後も利用したいですか。

１．今後も利用したい　　２．今後は利用しない　３．その他（具体的に：　　　　　　　　　　）

４．わからない
択一 相談支援 1.取組評価 据え置き 〇 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組：Ⅴ１(1)①

がん相談支援センターの認知度向上及び機能の充実

【補足】

第二次改定計画における重点指標

7　相談・困りごと 43(2)
(2)(1)で「２．今後は利用しない」を選んだ場合、その理

由は何ですか。

１．以前相談したときに、不安や悩みが改善されなかったから

２．がん相談支援センターの職員の対応が良くなかったから

３．自分のプライベートに深く踏み込まれたから　　４．がん相談支援センター以外に相談しているから

5.相談支援センターには気軽に相談しにくいから（敷居が高い）

6.治療を受けている病院では相談しづらい（主治医等に相談内容を知られるのが不安）　　7．場所や時間

が都合に合わなかったため

8．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇 〇 〇

【修正内容】

正確な課題把握のため選択肢を追加（選択肢７）、表現を

明確化（５～６）

7　相談・困りごと 44

問３９で「２．病院内にあることは知っているが、利用し

たことはない」と回答された方に伺います。利用していな

い理由は何ですか。

1.相談支援センターで相談できる内容ではないと思ったため

2.相談支援センターには気軽に相談しにくいから（敷居が高い）

3.治療を受けている病院では相談しづらい（主治医等に相談内容を知られるのが不安）

4.場所や時間が都合に間に合わなかったため

5.他の窓口で相談したため

6.医療機関関係者以外に相談したいため　6.その他（　　　　　）

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇 〇

【設問追加趣旨】

「今後も利用しない」理由に加えて「知っていたが利用し

なかった理由」も問うことで、患者相談センターでの相談

受付内容を狭く解している患者の存在など、センターの利

用促進が進まない背景を確認する

7　相談・困りごと 45(1)

問３９で「２．病院内にあることは知っているが、利用し

たことはない」または「３．がん相談支援センターがある

ことを知らない」と回答された方に伺います。

(1)今後、がん相談支援センターを利用してみたいと思いま

すか。

１．利用してみたい

２．今後も利用しない

３．その他（具体的に：　　 　　　　　　　　　　　）

４ わからない

択一 相談支援 2.課題の有無 修正 〇 〇 〇

【修正内容】

選択肢１の文言を修正（「相談したいことがあれば利用し

たい」→「利用したい」）

7　相談・困りごと 45(2)

(1)で「１．利用してみたい」と回答された方に伺います。

(2)今後、がん相談支援センターでどのようなことを相談し

たいですか。

１．がんの治療や検査方法について

２．副作用や後遺症について（アピアランスの変化除く）　３．アピアランスの変化について

３．食事・服薬・入浴・運動・外出などについて 　４．在宅医療・介護サービスについて

５．セカンドオピニオンについて　 ６．医療費・生活費・社会保障制度など経済的なことについて

７．仕事の継続や就職など就労に関することについて 　８．悩みや精神的な辛さについて

９．医療者との関係・コミュニケーションについて 　１０．家族との関係・コミュニケーションについて

１１．友人や職場の人間関係・コミュニケーションについて 　１２．恋愛や結婚について　１３．がん生

殖医療について　１４．就学について　その他（具体的に：　　　）

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇 〇

※より正確なニーズ把握のために新設しようとした設問で

あるが、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討

中（問44にて、ニーズは一定程度確認可能）。

【設問追加趣旨】

患者の相談ニーズを把握するための質問

（問44は実績ベースであり、そのトピックスについて相

談支援センターで相談できるということを知らなかった場

合には、回答として選択できないため、ニーズの確認とし

ては正確性に欠ける）

7　相談・困りごと 45(3)
(1)で「２．今後も利用しない」を選んだ場合、その理由は

何ですか。

１．特に相談したいことがないから　　　２．相談支援センターには気軽に相談しにくいから（敷居が高

い）

３．治療を受けている病院では相談しづらい（主治医等に相談内容を知られるのが不安）

３．場所や時間が都合に合わないから　　４．既に適切な相談相手がいるから

５．相談しても不安や悩みが改善することはないと思うから

６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
修正 〇 〇 〇

【修正内容】

問44と選択肢２以下を揃える形で修正

7　相談・困りごと 46

がん患者相談支援センターに相談する場合、どのような時

間帯、方法であれば相談しやすいと思いますか。

・時間帯

1.平日の日中　2.平日の夜間　3.土曜日・日曜日の日中

4.土曜日・日曜日の夜間

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇 〇

【設問追加趣旨】

相談支援センター活用促進のためのニーズ調査



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

7　相談・困りごと 47

がん患者相談支援センターに相談する場合、どのような時

間帯、方法であれば相談しやすいと思いますか。

・方法

1.面談　2.電話　3.ＦＡＸ　4.ＳＮＳ　5.メール　6.その他（　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇 〇

【設問追加趣旨】

相談支援センター活用促進のためのニーズ調査

7　相談・困りごと 40
自分と似たような経験のあるがん患者さん（またはがんの

経験者）と、相談したり話をしてみたいと思いますか。

１．既に相談したり話をしたことがある

２．参加の機会や方法を積極的に探して相談したり話をしてみたいと思う

３．たまたま知っていたら相談したり話をしてみたいが、わざわざ探してとまでは思わない

４．特に相談したり話をしてみたいとは思わない　　　５．絶対に相談したり話をしたいと思わない

択一 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除

前回調査における調査項目であるが、患者サロンに係る質

問とピアサポートに係る質問を次問以降で分割するため、

本設問は削除

7　相談・困りごと 48

がん患者や経験者など、同じ立場の人が自由に集いがんに

ついて気軽に語り合える交流の場を「患者サロン」といい

ます。

あなたはこれまで、患者サロンに参加したことはあります

か。

1.参加したいと思っており、実際に参加したことがある

2.参加したいと思っているが、参加したことはない

3.参加したいとは思わない　4.存在を知らなかった

択一 相談支援 1.取組評価 追加 〇 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅴ１(3)①

ピア・サポート及び患者サロンの情報発信等

7　相談・困りごと 49

「２．参加したいと思っているが、参加したことはない」

と回答された方に伺います、患者サロンに参加したことが

ない理由は何ですか。

1.同世代の人がいなかった　2.開催時間や場所が合わなかった　3.参加方法が分からなかった

4.気軽に参加できない（敷居が高い）　4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇 〇

【設問追加趣旨】

患者サロン利用促進に係る阻害要因を確認

7　相談・困りごと 50

「１．参加したことがある」と回答された方に伺います。

どのようなことを相談されましたか。また、サロンで相談

したり話をしてみたいことはどんなことですか。

１．がんの治療や検査方法について

２．副作用や後遺症について（アピアランスの変化除く）　３．アピアランスの変化について

３．食事・服薬・入浴・運動・外出などについて 　４．在宅医療・介護サービスについて

５．セカンドオピニオンについて　 ６．医療費・生活費・社会保障制度など経済的なことについて

７．仕事の継続や就職など就労に関することについて 　８．悩みや精神的な辛さについて

９．医療者との関係・コミュニケーションについて 　１０．家族との関係・コミュニケーションについて

１１．友人や職場の人間関係・コミュニケーションについて 　１２．恋愛や結婚について　１３．がん生

殖医療について　１４．就学について　その他（具体的に：　　　）

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇 〇

※より正確なニーズ把握のために新設しようとした設問で

あるが、全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討

中

【設問追加趣旨】

患者サロン利用促進のためニーズ確認

7　相談・困りごと 41

問４０で「１．既に相談したり話をしたことがある」また

は「２．参加の機会や方法を積極的に探して相談したり話

をしてみたいと思う」または「３．たまたま知っていたら

相談したり話をしてみたいが、わざわざ探してとまでは思

わない」と回答された方に伺います。

どのような場で相談したり話をされましたか。また、相談

したり話をしてみたいですか。

１．本病院内での交流の場（交流会や、院内の交流スペースの活用）

２．本病院内でプライバシーが保護された形での相談窓口

３．本病院以外での交流の場

４．本病院以外でプライバシーが保護された形での相談窓口

５．インターネット上の交流の場

６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除

前回調査における調査項目であるが、交流の場（＝患者サ

ロン）と相談窓口（ピアサポート）が混在しており分かり

づらいため、削除

7　相談・困りごと 51
患者サロンに参加するにあたり、どのような開催方法であ

れば、参加しやすいですか（興味を持てますか）。

1.夜間や休日の開催　2.病院以外での開催（対面）  3.病院以外での開催（オンライン）

3.経験者に話が聞ける形での開催　4.がん種別の開催　5.男女別の開催

6.悩み別の開催　7.その他（　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇 〇

【設問追加趣旨】

患者サロン利用促進のためのニーズ調査

7　相談・困りごと 52

がん患者や家族の悩みに対して、がん経験者等が、同じ経

験を持つ仲間（ピア）として自分の経験を生かしながら相

談や支援を行う取組のことを「ピアサポート」といいま

す。

あなたは、ピアサポートを受けたいと思いますか。

1.受けたいと思っており、実際に受けたことがある

2.受けたいと思っているが、受けたことはない

3.受けたいとは思わない　4.存在を知らなかった

択一 相談支援 1.取組評価 追加 〇 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅴ１(3)①

ピア・サポート及び患者サロンの情報発信等

7　相談・困りごと 53

問５２で「２．受けたいと思っているが、受けたことはな

い」と回答された方に伺います、受けたことがない理由は

何ですか。

1.どこで実施されているか分からない　2..開催時間や場所が合わない

3.気軽に受けられない（敷居が高い）　4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇 〇

【設問追加趣旨】

ピアサポート活用促進に係る阻害要因を確認

7　相談・困りごと 54

あなたは、「がん相談支援センター」や「患者サロン」

「ピアサポート」以外に専門職や相談窓口等に相談される

としたら、どこに相談したいですか。または普段相談され

ていますか。

１．がん専門の電話相談等の窓口　　　２．がん患者を支援・サポートしている団体

３．本病院以外のがんに詳しい医師　　４．本病院以外の医療従事者（医師を除く）

５．家から近い行政などが行っている相談窓口

６．がん以外の相談も含めていろいろなことを総合的に相談できる相談窓口

７．その他（具体的に：　　　　　　　　）　　８．特に相談したいと思わない（相談していない）

複数選択 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇 〇

※全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

小児・AYA世代からの相談は「がん相談支援センター」

「患者サロン」「ピアサポート」で十分に受け止め切れて

いない現状があるため、患者の相談先を把握し、相談支援

の充実のための取組を検討

7　相談・困りごと 55
専門職や相談窓口等に相談してみたい内容がある場合、そ

の内容を選んでください。

1.心理的支援　2.がん生殖医療　3.就学　4.新規就労

5.就労継続・再就職　6.経済的問題　7.家族に関すること

8.在宅医療や介護サービス　9.栄養や食事　10.運動・リハビリ

11.アピアランスケア　12.恋愛や結婚　13.その他（　　　　　）

14.特になし

複数選択

（選択数制

限あり）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇 〇

※全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

上記設問と同様、相談支援の充実のため患者のニーズを把

握

7　相談・困りごと 56(1)

実際に相談する場合、どのような時間帯、方法であれば相

談しやすいと思いますか。

・時間帯

1.平日の日中　2.平日の夜間　3.土曜日・日曜日の日中

4.土曜日・日曜日の夜間

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇 〇

※全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

上記設問と同様、相談支援の充実のため患者のニーズを把

握

7　相談・困りごと 56(2)

実際に相談する場合、どのような時間帯、方法であれば相

談しやすいと思いますか。

・方法

1.面談　2.電話　3.ＦＡＸ　4.ＳＮＳ　5.メール　6.その他（　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇 〇

※全体の設問数を減らすため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

上記設問と同様、相談支援の充実のため患者のニーズを把

握



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

8　就労（新規） 57
【就職する前にがんの罹患が判った方にお伺いします】

現在の就職状況について選択してください。
１．働いている　　２．働いておらず、学校に通っている　　３．働いておらず、学校にも通っていない 択一

就労・両立

支援
0.前提確認 追加 〇 〇

8　就労（新規） 58
【就職する前にがんの罹患が判った方にお伺いします】

現在の就労状況について選択してください

１．正規の職員・従業員（公務員除く）

２．公務員（正規職員） 　３．パート・アルバイト　 ４．派遣社員

５．契約社員・嘱託　　　６．会社・団体等の役員    ７．自営業

８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）９．仕事はしていない（無職）

択一
就労・両立

支援
1.前提確認 追加 〇 〇

8　就労（新規） 59(1)

【就職する前にがんの罹患が判った方にお伺いします】

問５７で「１．働いている」を選んだ方にお伺いします。

就職するにあたってどのようなことに困ったり、不安にな

りましたか。

1.健康診断書の既往歴・現病歴の記入をどうするか

2.就労するだけの体力があるか

3.職場・同僚からの病気や通院に関する理解が得られるのか

4.人とのコミュニケーションがうまく取れるのか

5.親から自立できるかどうか

6.病気を理由になかなか就職先が見つからなかったこと

7.その他（　　　　　　　　　　　　）　8.特になし

複数選択

（選択数制

限なし）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患後就

労者のみ

〇

※罹患後就

労者のみ

【設問追加趣旨】

「小児がん患者の新規就労」に際しては、特有の困難が存

在すると考えられるため、具体的に抱えている課題を確認

する

8　就労（新規） 59(2)

【就職する前にがんの罹患が判った方にお伺いします】

問５７で「１．働いている」を選んだ方にお伺いします。

就職後、就労を継続するにあたって、どのようなことに

困ったり、不安になりましたか。

1.就労を継続するだけの体力があるか

2.職場・同僚から病気や通院に関する理解が得られるか

3.人とのコミュニケーションがうまく取れるか

4.親から自立できるかどうか

5.病気を理由にキャリアや処遇で不利益を被らないか

6.その他（　　　　　　　　　　　）　7.特になし

複数選択

（選択数制

限なし）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患後就

労者のみ

〇

※罹患後就

労者のみ

【設問追加趣旨】

「小児がん患者の新規就労」に際しては、特有の困難が存

在すると考えられるため、具体的に抱えている課題を確認

する

8　就労（新規） 59(3)

【就職する前にがんの罹患が判った方にお伺いします】

問５７で「１．働いている」または「３．働いておらず、

学校にも通っていない」を選んだ方にお伺いします。

就職および就労継続に関する不安について相談したことが

ありますか。

(1)相談した先はどちらですか。

1.がん相談支援センター（治療を受けた病院）

2.がん相談支援センター（治療を受けた病院以外）

3.ハローワーク　4.患者団体・患者支援団体

5.社会保険労務士　6.その他（　　　　　　　　　　）　７．相談したことがない

複数選択

（選択数制

限なし）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補

〇

※罹患後就

労者のみ

〇

※罹患後就

労者のみ

※患者による相談の動向を確認するため新設しようとした

設問であるが、全体の設問数を減らすため、削除する方向

で検討中

8　就労（新規） 59(4)
【就職する前にがんの罹患が判った方にお伺いします】

(2)その理由

1.相談できる曜日・時間が自身の都合に合っていたため

2.相談員の専門性が高かったため

3.相談できる先が他になかった（知らなかった）ため

4.相談の必要がなかったため

5.相談しても解決しないと思ったため

6.その他（　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補

〇

※罹患後就

労者のみ

〇

※罹患後就

労者のみ

※患者による相談の動向を確認するため新設しようとした

設問であるが、全体の設問数を減らすため、削除する方向

で検討中

8　就労（継続） 60

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(1)がんと診断されたときの就労状況を教えてください。

(2)また、就労されていた場合、法人の正規職員数はどのく

らいの規模でしたか。

(1)１．正規の職員・従業員（公務員除く）

２．公務員（正規職員） 　３．パート・アルバイト　 ４．派遣社員

５．契約社員・嘱託　　　６．会社・団体等の役員    ７．自営業

８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）９．仕事はしていない（無職）

(2)１.　1~29人　　２.　30~49人　　３.　50~99人

　 ４.　100~299人　　５.　300人以上

択一
就労・両立

支援
0.前提確認 修正

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【修正内容】

H30年度に実施した実態調査と比較をできるよう、(2)で

法人規模の設問を追加

8　就労（継続） 61

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(3)がん罹患が分かった後の就労状況についてお答えくださ

い。（〇は１つ）

1.有給休暇の範囲で休み、仕事を継続した

2.病気に伴う長期休暇をしながらも、復職・継続した

3.現在休暇中（復職予定）

4.退職をし、その後再就職はしていない

5.がん治療のため辞めたが、別の会社に再就職した

択一 就労・両立支援1.取組評価 追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【現計画取組】

分野別取組　Ⅴ２(1)②

患者が働きながら治療が可能な医療提供体制の整備

【設問追加趣旨】

118行目の設問について、質問方法を変更する

8　就労（継続） 62

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(4)(3)で「4」「5」を選択した場合のみ

　就労継続できないと思ったのはなぜですか。(〇は３つま

で）

1.治療・療養に専念する必要があると思ったため

2.がんと告知され、就労の継続をあきらめたため

3.体力面等から継続して就労することが困難と思ったため

4.職場に相談できる人や窓口がなかったため

5.職場から退職を勧められたため

6.家族から退職を勧められたため

7.職場に居づらくなったため

8.その他（　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

離職者抑制のための課題分析



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

8　就労（継続） 63

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(5)上記(3)で「4.退職をし、その後再就職はしていない」ま

たは「5.がん治療のためやめたが、別の会社に再就職し

た」を選んだ方にお伺いします。

がんに罹患して離職したのはどのタイミングですか。（○

は1つ）

1.医療機関で初めて診察を受けたとき

2.検査結果説明時

3.治療方針説明・選択時

4.手術、薬物療法（化学療法）または放射線治療のための治療中

5.再発等の治療方針の変更説明時

6.再発等の積極的治療後の説明時

7.その他（　　　　　　　　　　　）

択一
就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

※患者による離職の動向を確認するために新設しようとし

た設問であるが、全体の設問数を減らすため、削除する方

向で検討中

【設問追加趣旨】

離職の詳細を確認することで、離職防止に向けた方策検討

に生かす

8　就労（継続） 64

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(6)がん罹患が分かった際に受診医療機関側（主治医、看護

師等）から就労に関する意向（仕事を続けたいか辞めたい

か）を確認されましたか。（○は1つ）

1.はい

2.いいえ
択一

就労・両立

支援
2.課題の有無 追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

H30年度に実施した実態調査時には、「確認があった」と

の回答者が３割にとどまっていたため、改めて現状を把握

し、必要な取組を行う

8　就労（継続） 65

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(7)あなたの治療方針は、患者側の就労状況に即した希望が

考慮されたもの（治療方法や治療期間・時期、自宅や職場

の場所を考慮しての治療場所、治療費等）となりました

か。（○は1つ）

1.十分に考慮された

2.一部考慮された

3.考慮されなかった

択一
就労・両立

支援
2.課題の有無 削除候補

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

8　就労（継続） 66

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(8)治療を行いながら仕事を継続する（離職を避ける）ため

には、医療機関側からどのような支援が必要であると思い

ますか。（○は3つまで）

1.治療と仕事の両立が可能であるということの情報提供

2.早期の段階での治療の見通しに関する情報提供

3.副作用・治療に伴い出現する症状に関する情報提供

4.経済的支援に関する情報提供

5.職場への治療内容等の説明支援

6.就労状況を考慮した治療方針の決定

7.住んでいる場所や職場の状況に応じた転院先の紹介

8.その他（　　　　　　　　　　　　）

9.特に必要ない

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

患者のニーズを確認することで、今後の取組の検討の参考

とする

8　就労（継続） 67

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(9)あなたは、がんに罹患したことについて、職場等に相

談・報告しましたか。（○は1つ）

1.はい

2.いいえ
択一

就労・両立

支援
2.課題の有無 追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

企業における相談体制の現状と課題を把握

8　就労（継続） 68

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(10)(9)で「1.はい」を選ばれた場合のみ

職場の誰に又はどこに相談や報告をしましたか。（○はい

くつでも）

1,上司や同僚、人事労務担当者

2.産業保健スタッフ（産業医や産業カウンセラー等）

3.その他窓口等（労働組合・その他法人内の専用窓口・法人が契約している法人外の専用窓口等）

複数選択

（選択数制

限なし）

就労・両立

支援
2.課題の有無 追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

企業における相談体制の現状と課題を把握

8　就労（継続） 69

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(11)(9)で「2.いいえ」を選ばれた場合のみ

相談・報告しなかったのはなぜですか。（○は3つまで）

1.治療と仕事の両立に問題はなく、相談・報告する必要がなかったため

2.他に相談できる相手がおり、職場内で相談・報告する必要がなかったため

3.相談が必要であった際に、法人の産業保健スタッフ（産業医等）がいることを知らなかったため

4.相談窓口が分からなかった、またはなかったため

5.職場内で相談すると不利益（退職勧告、人事評価が下がる等）を被る恐れがあったため

6.病気であることを皆に知られたくなかったため

7.どのように相談・報告すればいいのかが分からなかったため

8.職場が相談・報告できる雰囲気ではなかったため

9.その他（　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

企業における相談体制の現状と課題を把握

8　就労（継続） 70

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(12)あなたががんを罹患した際に働いていた職場では、が

んに罹患しても就労を続けることができると思えるような

方針が示されていたり、具体的な取組がなされていました

／いますか。

その中で就労継続にあたり効果的であったと思えたのはど

のようなことですか。３つまでお答えください（特に効果

的だったと思われる選択肢から順に、選択肢の隣の□に１

⇒２⇒３と番号を記載）

また、治療を行いながら仕事を継続する（離職を避ける）

ためには、職場側からどのような支援／条件が必要である

と思いますか。３つまでお答えください（特に必要だと思

われる選択肢から順に、選択肢の隣の□に１⇒２⇒３と番

号を記載）

【方針や取組の有無】

1.ある（あった）　2.なし（なかった）

【上記で１を選択した場合】

1.経営者による方針の提示（ポスター等での掲示、就業規則等への明文化等）

2.上司からの声掛け

3.社内外の相談窓口の設置

4.関連する内容の研修・セミナー等の実施

5.産業保健スタッフの配置・充実

6.業務負担軽減の取組（新たな人員や代替要員の確保、業務制限や配置転換等）

7.職場の雰囲気づくり（がんに罹患したことの相談・報告がしやすい、治療等のための休暇取得がしやす

い）

8.がんに罹患しても治療と仕事を両立している従業員の体験談

9.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

企業における相談体制の現状と課題を把握



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

8　就労（継続） 71

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(13)あなたががんを罹患した際に働いていた職場では、治

療にあたり、どのような制度の利用が可能でした／です

か。（○はいくつでも）

なお、利用が可能であった／可能な制度のうち、効果的だ

と感じたものはどれですか。３つまでお答えください。

（特に効果的だった／であると思われる選択肢から順に、

選択肢の隣の□に１⇒２⇒３と番号を記載）

また、あれば利用したいと思う制度としてどのようなもの

がありますか。３つまでお答えください（利用を希望する

選択肢から順に、選択肢の隣の□に１⇒２⇒３と番号を記

載）

① 時差出勤制度

② 所定労働時間を短縮する制度

③ 時間単位の休暇制度

④ 失効年次有給休暇の積立制度

⑤ フレックスタイム制度

⑥ テレワーク制度（在宅勤務制度 ）

⑦ 試し（慣らし）出勤制度等

⑧ 上記以外の治療目的の休暇・休業制度等

⑨ カムバック制度※

⑩ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

企業における制度整備状況について実態を確認するととも

に、患者のニーズを把握

8　就労（継続） 72

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(14)あなたががんを罹患した際に働いていた職場で、①全

部もしくは一部でも所得が補償されながら休業ができる期

間、②所得が補償されなくても、雇用契約が継続される期

間（雇用者としての身分が保障される期間）として、どの

くらいの期間が認められているかご存知でした／ですか。

（○は1つ）

1.がんに罹患する前から知っている

2.がんに罹患したことが判明した時期から知っている

2.現在知っている

3.いいえ

択一
就労・両立

支援
2.課題の有無 削除候補

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減らす

ため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

H30の実態調査において、自身の休業可能期間についての

認知度は全体で4割弱にとどまっていたため、改めて現状

を把握し、企業へのアプローチを検討する

8　就労（継続） 73

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(15)(14)の制度に関して、職場から周知されていますか。

（○は1つ）

1.積極的に周知されている

2.積極的ではないが周知されている

3,周知されているか分からない

択一
就労・両立

支援
2.課題の有無 削除候補

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減らす

ため、削除する方向で検討中

【設問追加趣旨】

H30の実態調査において、自身の休業可能期間についての

認知度は全体で4割弱にとどまっていたため、改めて現状

を把握し、企業へのアプローチを検討する

8　就労（継続） 74

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】(16)

がんに罹患した後、あなたの業務負担を軽減するために行

われた配慮はありましたか。（○は1つ）

1.はい

2.いいえ
択一

就労・両立

支援
2.課題の有無 追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

8　就労（継続） 75

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(17)(16)で「1.はい」を選ばれた場合のみ

具体的にどのような配慮がありましたか。（○はいくつで

も）

1.残業制限

2.配置転換

3.勤務地の変更

4.職務内容の変更

5.他の従業員への業務の割り振り

6.出張制限

7.新たな人員の確保（新規雇用・他部署からの異動や派遣社員等の確保）

8.業務の外注化

9.その他（　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

8　就労（継続） 76

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(18)がんに罹患後、治療と仕事の両立において困難であっ

たことは何ですか。３つまでお答えください（特に困難で

あったと思われる選択肢から順に、選択肢の隣の□に１⇒

２⇒３と番号を記載）

1.治療・経過観察・通院目的の休暇・休業が取りづらい／柔軟な勤務制度が利用しづらい

2.有給休暇等の不足

3.体調や治療の状況、後遺症や副作用等の影響に応じた柔軟な勤務（勤務時間や勤務日数）の制度がない

4.職場内に治療と仕事の両立の仕方や公的医療保険制度について詳しい者がいない

5.人事評価が下がる

7.病気や治療のことを職場に言いづらい雰囲気がある

6.治療費が高い、治療費がいつ頃、いくらかかるか見通しが立たない

7.働き方を変えたり休職することで収入が減少する

8.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9.困難と感じたことは無かった

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

治療と仕事の両立の阻害要因を確認し、今後の取組検討に

生かす

8　就労（継続） 77

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(19)がん罹患後に収入の変化はありましたか。（ご本人／

世帯）（〇は1つ）

（１）ご本人

1. 減った

2.変わらない

3.増えた

（２）世帯全体

1.減った

2.変わらない

3.増えた

択一 就労・両立支援2.課題の有無 削除候補

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

8　就労（継続） 78

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(20)がんの治療と仕事を両立するにあたり、もっと知りた

い情報は何ですか。３つまでお答えください（特に知りた

い選択肢から順に、選択肢の隣の□に１⇒２⇒３と番号を

記載）

または、それらの情報を十分に得ることができていると思

いますか。３つまでお答えください（特に得られていると

思われる選択肢から順に、選択肢の隣の□に１⇒２⇒３と

番号を記載）

① 職場内での治療・経過観察・通院目的の休暇・休業制度／勤務制度

② 両立を行っている他の職場の事例

③収入減少を補填する社会保険制度（傷病手当金・障害年金等）

④ 両立を支援する実績のある医療機関に関する情報

⑤ 両立を支援する相談先

⑥ 発熱・倦怠感やしびれ等の副作用に関する情報

⑦ 外見の変化（爪の変色や脱毛等）についての情報

⑧ 治療に伴い必要となる費用

⑨ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑩ 特に知りたい情報はない

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

【設問追加趣旨】

行政・企業・医療機関それぞれにおいて発信を強化すべき

情報を確認する



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

8　就労（継続） 79

【就職後にがんの罹患が分かった方にお伺いします】

(21)がんの治療と仕事を両立するにあたり、対応におい

て、困っていること、対応が必要なことなどがありました

ら、ご自由にご記入ください。

自由記入
就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患前就

労者のみ

〇

※罹患前就

労者のみ

8　就労（継続） 44

問４３で「９．仕事はしていない（無職）」以外を選んだ

方に伺います。

あなたはがんの治療により、お仕事はどうされましたか。

１．退職をし、その後再就職はしていない

 ⇒退職の背景： ア．自ら退職を決めた　　　　　イ．会社から退職を迫られ、退職せざるを得なかった

  　　　　　　　ウ．強制的に退職させられた　　 エ．その他（具体的に：　　　　　　　　　）

２．退職しないで治療を継続している

 ⇒治療と仕事の両立：ア．会社の休暇制度等を活用して治療と仕事を両立している

 　　　　　　　　　　イ．会社に相談して、配慮を受けて治療と仕事を両立している

 　　　　　　　　　　ウ．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

３．退職はしたが、その後再就職している

択一
就労・両立

支援
2.課題の有無 削除

前回調査における調査項目であるが、本設問に代えて、上

記の各設問で実態及び原因やニーズ等を詳細に分析するこ

ととする

8　就労（継続） 45
ご家族や身近な方で、あなたががんと診断されてから、付

き添いなどのために、仕事を辞めた方はいますか。
１．いる ２．いない 択一

就労・両立

支援
2.課題の有無 削除

前回調査における調査項目であるが、家族票で確認可能で

あるため、患者票からは削除

8　就労（新規） 80

ＡＹＡ世代のがん患者の、就職（新規就労）に関する相談

支援について必要な取組は何ですか。３つまでお答えくだ

さい。

1.就労について相談ができる窓口の整備・周知

2.がん患者の就労に理解ある企業等に関する情報の提供

3.企業等へのがん患者に対する正しい理解・知識の

啓発　4.他のＡＹＡ世代のがん患者の体験談の共有

5.就職活動./就労継続に配慮した通院や治療の計画

6.アピアランスケアの充実　7.その他　8.特になし

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患後就

労者のみ

〇

※罹患後就

労者のみ

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の新規就労支援のためのニーズ確認

8　就労（新規） 81
ＡＹＡ世代のがん患者の、就労継続に関する相談支援につ

いて必要な取組は何ですか。３つまでお答えください。

1.就労について相談ができる窓口の整備・周知

2.がん患者の就労に理解ある企業等に関する情報の提供

3.企業等へのがん患者に対する正しい理解・知識の

啓発　4.他のＡＹＡ世代のがん患者の体験談の共有

5.就職活動./就労継続に配慮した通院や治療の計画

6.アピアランスケアの充実　7.その他　8.特になし

複数選択

（選択数制

限あり）

就労・両立

支援

3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加

〇

※罹患後就

労者のみ

〇

※罹患後就

労者のみ

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の就労継続支援のためのニーズ確認

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
82

あなたは長期フォローアップについて、医師等から説明を

受けましたか。
1.受けた　2.受けていない　3.わからない・覚えていない 択一 長期フォローアップ1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅵ１(3)①

長期フォローアップ体制の推進

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
83

あなたはがん治療終了後、定期的に病院を受診し、医師等

による長期フォローアップを受けていますか。

1.がんと診断された病院で受けている

2.1.以外の病院で受けている（がん患者の診察を行っている医師）

3.1以外の病院で受けている（かかりつけ医など）

4.受けていない

5.治療中もしくは治療前である

択一 長期フォローアップ1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅵ１(3)①

長期フォローアップ体制の推進

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
84

長期フォローアップを受けている場合、受けている内容に

ついて該当するものをすべてお選びください。

1.体調や健康管理　2.以前治療していた、がんの再発の有無　3.新たな種類のがん罹患の有無

4.治療による合併症の有無・状況

5.治療による後遺症の有無・状況

6.就学や就労などの社会的な意向・状況

7.妊娠や出産の意向・状況　8.家庭の状況

9.その他（　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

長期フォローアップ
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
85 あなたは長期フォローアップを受けたいと思いますか。

1.受けたいと思う　2.どちらかといえば受けたいと思う

3.どちらかといえば受けたいと思わない

4.受けたいと思わない

択一 長期フォローアップ
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
86

受けたいと思う場合、特にどのような内容について受けた

いと思いますか。

1.体調や健康管理　2.がんの再発の有無　3.新規がん罹患の有無

4.治療による合併症の有無・状況

5.治療による後遺症の有無・状況

6.就学や就労などの社会的な意向・状況

7.妊娠や出産の意向・状況　8.家庭の状況

9.その他（　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

長期フォローアップ
3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
87

あなたはがん治療終了後に、相談支援を受けた経験はあり

ますか。

1.受けたことがある　2.受けたことはない

3.治療中もしくは治療開始前である
択一 相談支援 1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅵ１(3)①

長期フォローアップ体制の推進

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
88

あなたはがん治療終了後に、相談支援を受けたいと思いま

すか。

1.受けたいと思う　2.どちらかといえば受けたいと思う

3.どちらかといえば受けたいと思わない

4.受けたいと思わない

択一 相談支援
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者における治療終了後の相談支援に係る

ニーズの把握



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
89

がん治療中のあなたの身の回りや生活面への支援・療養環

境として、改善が必要なもの（不足していたもの）は何で

すか。通院治療中、入院治療中、在宅治療中の時期のそれ

ぞれについて、該当するものを全てお選びください。

（特に改善が必要と思われる選択肢から順に、選択肢の隣

の□に１⇒２⇒３と番号を記載）

・通院治療中の時期

1.ＡＹＡ世代同士の交流の機会の確保

2.自身が介護を受けられる環境

3.在宅療養に必要な設備（ベッド等）

4.通院時に子供を一時的に預けられる環境　5.学習支援

6.その他（　　　　　　　　　　　）　7.通院治療をしていない

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境 2.課題の有無 追加 〇 〇
【設問追加趣旨】

今後の取組を検討するにあたり時期別の課題を把握する

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
90

がん治療中のあなたの身の回りや生活面への支援・療養環

境として、改善が必要なもの（不足していたもの）は何で

すか。通院治療の時期、入院治療中、在宅治療中の時期の

それぞれについて、該当するものを全てお選びください。

（特に改善が必要と思われる選択肢から順に、選択肢の隣

の□に１⇒２⇒３と番号を記載）

・入院治療中の時期

1.ＡＹＡ世代のためのスペース

（病室やﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｸﾘｴｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ、学習ｽﾍﾟｰｽ等）

2.ＡＹＡ世代同士の交流の機会の確保

3.学習支援　4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境 2.課題の有無 追加 〇 〇
【設問追加趣旨】

今後の取組を検討するにあたり時期別の課題を把握する

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
91

がん治療中のあなたの身の回りや生活面への支援・療養環

境として、改善が必要なもの（不足していたもの）は何で

すか。通院治療の時期、入院治療中、在宅治療中の時期の

それぞれについて、該当するものを全てお選びください。

（特に改善が必要と思われる選択肢から順に、選択肢の隣

の□に１⇒２⇒３と番号を記載）

・在宅治療中の時期

1.ＡＹＡ世代同士の交流の機会の確保

2.自身が介護を受けられる環境

3.在宅療養に必要な設備（ベッド等）

4.子供を一時的に預けられる環境　5.学習支援

6.その他（　　　　　　　　　　　）　7.在宅治療をしていない

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境 2.課題の有無 追加 〇 〇
【設問追加趣旨】

今後の取組を検討するにあたり時期別の課題を把握する

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
92

がんの治療により生殖機能が低下することがありますが、

治療前に「生殖機能が低下する可能性があること」や「生

殖機能の温存の方法」について説明を受けましたか。

1.受けた　2.受けなかった

3.これまでに生殖機能が低下する可能性がある治療を受けていない

4.わからない・覚えていない

択一 AYA 1.取組評価 追加 〇 〇

【現計画取組】

分野別取組　Ⅵ１(3)③

生殖機能の温存に関する情報提供の充実

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
93 受けた内容

1.生殖機能が低下する可能性があること

2.生殖機能の温存の方法

複数選択

（選択数制

限なし）

AYA 1.取組評価 削除候補 〇 〇

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減らす

ため、削除する方向で検討中

【現計画取組】

分野別取組　Ⅵ１(3)③

生殖機能の温存に関する情報提供の充実

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
94

あなたは生殖機能の温存について、どのようにして情報を

得ましたか。

1.主治医からの説明　2.看護師からの説明

3.病院の相談窓口からの説明　4.ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや雑誌等からの情報収集

5.患者団体や患者サロン等のがん体験者からの情報提供

6.親族や知人・友人からの情報提供

7.その他（　　　　　　　　　　）　8.知らない・調べていない

複数選択

（選択数制

限なし）

0.前提確認 削除候補 〇 〇
※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
95

生殖機能の温存療法について知りたい（知りたかった）情

報は何ですか。

1.生殖機能の温存に関する基礎的な情報

2.がん治療の生殖機能への影響

3.がん診療連携拠点病院等での実施状況

4.医療機関（病院や診療所（クリニック））での実施状況

5.生殖機能の温存に要する費用

6.費用負担へのサポート　7.その他（　　　　　　　　　　　　）

8.特になし　9.わからない

複数選択

（選択数制

限なし）

3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
96 あなたは、生殖機能の温存治療を受けたいですか。

1.既に受けている　2.今後受けたい（受けたかった）　3.受けたくない

4.これまでに生殖機能が低下する可能性がある治療を受ける見込みがなく、受ける必要がない

5.わからない　6.その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

択一 AYA
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

生殖機能温存療法に係るニーズの把握

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
97

あなたは、治療にと伴う外見の変化に対する支援（アピア

ランスケア。（例）ウィッグや人工乳房に関するケア）を

受けたいと思いますか。

1.受けたいと思っており、実際に受けたことがある

2.受けたいと思っているが、受けたことはない

3.受けたいとは思わない

択一 相談支援 2.課題の有無 追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

受けたいと思っているが、受けたことがない人の割合を把

握

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
98

次の介護サービス等について、利用したいと思ったことが

あるものを選んでください。

1.福祉用具の貸与（車いす、介護ベッド、手すり等）　2.福祉用具の販売

3.訪問介護サービス（具体的内容：　　　　　　　）　4.訪問入浴介護

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

ＡＹＡ世代の患者の在宅療養における実態やニーズ等を具

体的に把握する

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
99

あなたの入院治療中の時期、ご家族に対して必要だと考え

る支援は何ですか。

1.自身（あなた）への介護サービス　2.自身（あなた）の親の介護支援

3.自身の子供の見守り、育児支援

4.自身の兄弟・姉妹の見守り、育児支援

5.その他（　　　）

6.特になし　7.わからない

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の家族にとって必要な支援は、患者の年

代（家族の年代）によって様々なものが考えられるため、

家族にとって必要となる支援の内容を患者の年代別に把握

する

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
100

あなたの通院治療中の時期、ご家族に対して必要だと考え

る支援は何ですか。

1.自身（あなた）への介護サービス　2.自身（あなた）の親の介護支援

3.自身の子供の見守り、育児支援

4.自身の兄弟・姉妹の見守り、育児支援　5.その他（　　　）

6.特になし　7.わからない

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の家族にとって必要な支援は、患者の年

代（家族の年代）によって様々なものが考えられるため、

家族にとって必要となる支援の内容を患者の年代別に把握

する



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
101

在宅での治療・療養にあたって難しいことや課題は何です

か。

（特に難しいと思われる選択肢から順に、選択肢の隣の□

に１⇒２⇒３と番号を記載）

1.介護サービス等の利用にあたり経済的負担が大きい

2.様々なサービスの利用に向けた調整や手続を任せられる人が

いない　3.どこに相談すればよいかわからない

4.自宅に介護者がいない

5.車いすや手すりを揃えるなど、在宅での生活の準備が難しい

6.家族へ負担をかけてしまうことが気がかり

7.在宅での医療に関する制度がわからない（在宅医や訪問看護に関すること）

8.その他（　　　　　）　9.特になし　10.わからない

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

ＡＹＡ世代の患者の在宅療養における実態やニーズ等を具

体的に把握する

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
102

在宅療養にあたって、あなたのご家族に対して必要だと考

える支援は何ですか。

（特に必要と思われる選択肢から順に、選択肢の隣の□に

１⇒２⇒３と番号を記載）

1.自身（あなた）への介護サービス　2.自身（あなた）の親の介護支援

3.自身の子供の見守り、育児支援

4.自身の兄弟・姉妹の見守り、育児支援

5.家族の子供の見守り、育児支援

6.その他（　　　　　）　7.特になし　8.わからない

複数選択

（選択数制

限なし）

療養環境
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

ＡＹＡ世代の患者の在宅療養における実態やニーズ等を具

体的に把握する

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
103

就学に関して、どのようなことに困ったり、不安になりま

したか。

1.治療や通院のため学習時間の確保が難しかった

2.体力面、健康面から学業を継続することは難しかった

3.必要な単位や出席日数を確保することが難しかった

4.医療費に加え、就学に要する費用の負担が大きかった

5.その他（　　　　　　　　）　6.特になし

複数選択

（選択数制

限なし）

AYA
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の就学支援のための課題・ニーズの把握

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
104

ＡＹＡ世代のがん患者の就学支援について、必要だと考え

る取組は何ですか。

1.病院での学習支援の充実

2.病院での院内学級や訪問教育の実施

3.学校の先生の理解の促進　4.同級生の理解の促進

5.その他（　　　　　　　　）　6.特になし

複数選択

（選択数制

限なし）

AYA
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の就学支援のための課題・ニーズの把握

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
105

治療等のために、学校（高校）を休学したことはあります

か。

1.現在休学している　2.休学したことがあるが、復学した

3.休学はしていない　4.休学して、復学せずに退学した
択一 AYA 0.前提確認 追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の休学・復学状況の確認

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
106

問１０５で肢３以外を選んだ方に伺います。

復学に関して、どのような課題がある、又はありました

か。

1.勉強に追いつくこと　2.同級生との人間関係

3.教員や養護教諭の病気に対する理解の不足

4.体力の低下等に伴う通学の負担の大きさ

5.その他（　　　　　　　）　6.特になし

複数選択

（選択数制

限なし）

AYA
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の復学支援のための課題・ニーズの把握

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
107

ＡＹＡ世代がんのがん患者の復学支援について、必要だと

考える取組は何ですか。

1.病院での学習支援　2.病院での院内学級や訪問教育の実施

3.学校の先生の理解の促進　4.同級生の理解の促進

5.その他（　　　　　　　　　）　6.特になし　7.わからない

複数選択

（選択数制

限なし）

AYA
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇 〇

【設問追加趣旨】

AYA世代がん患者の復学支援のための課題・ニーズの把握

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
108

学業について、学生課（学生生活をサポートする窓口）に

相談したことはありますか。
1.ある　2.ない 択一 AYA

3.課題深掘り/

ニーズ調査
削除候補 〇 〇

※新設しようとした設問であるが、全体の設問数を減ら

すため、削除する方向で検討中

9　AYA世代特有事項

※AYA世代患者のみ回答
109

ＡＹＡ世代のがん患者への支援や医療等について、ご意見

やご要望があればご自由に記載してください。
自由記入 AYA 5.その他 追加 〇 〇

10　情報 110
あなたは、がんに関する必要な情報を、どのような方法で

収集していますか。

１．インターネット　 ２．出版物 　３．電話の相談窓口　　４．講演会への参加

５．友人・家族 　　６．医師など医療従事者　　７．がん相談支援センター

８．患者団体・患者支援団体 　　９．その他（具体的に： 　）

複数選択 情報発信
3.課題深掘り/

ニーズ調査
据え置き 〇

10　情報 111

東京都のホームページにがんに関する総合情報のページ

「東京都がんポータルサイト」を開設しています。この

ポータルサイトを見たことはありますか。

１．見たことがある 　２．名前は聞いたことがあるが見たことはない

３．知らない・わからない
択一 情報発信 2.課題の有無 据え置き 〇

10　情報 112

問１１１で「１．見たことがある」と回答した方に伺いま

す。

「東京都がんポータルサイト」をどこで知りましたか。

１．医療機関等から紹介された　２．親戚や友人の紹介・勧め

３．新聞・雑誌・インターネット等で情報を得た

４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

択一 情報発信
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

がんポータルサイトの活用促進のため、閲覧経緯を確認

10　情報 113

問１１１で「１．見たことがある」と回答した方に伺いま

す。

どのページを閲覧されましたか。

１．お知らせ（報道情報・イベント 等）

２．がんについて知る・調べる（がんって何？ 等）

３．病院を探す

４．がんと向き合う・相談する（がん相談支援センターの概要 等）

５．治療・療養に役立つ情報（セカンドオピニオンとは 等）

６．医療従事者向けの情報（緩和ケア研修会 等）

７．がんを予防する・検診を受ける

８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択 情報発信
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

がんポータルサイトでの情報発信強化のためのニーズ調査

10　情報 114

問１１１で「１．見たことがある」と回答した方に伺いま

す。

どの点が良いと感じましたか。

１．知りたい情報まで容易に到達することができる

２．文章が分かりやすい　３．図や写真が適当で分かりやすい

４．情報量が適当　５．情報が新しい

６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択 情報発信
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

がんポータルを通した情報発信の促進のため確認



資料７－２　調査項目整理表【患者調査】

AYA以外
AYA

(25～39)

AYA

(15～24)

委員ご意見

(お気付きの点があればご記入ください)
セクション No. 設問文 選択肢 回答方式 設問の狙い・現計画取組・追加/修正の趣旨観点 設問の視点 方向性(案)

回答者

【I列「方向性(案)」について】

「追加」 …H28年度調査においては存在せず、この度、第三次計画改定に向けて新たに確認をしたいと考えているもの

「据え置き」…H28年度に実施した調査における調査項目であり、設問文及び選択肢を据え置くもの 「修正」 …H28年度調査における調査項目であり、設問文ないし選択肢を修正するもの

「削除」 …H28年度調査の設問であるが、今回においては調査から除外するもの 「削除候補」…H28年度調査における調査項目、ないしは今回新たに検討した設問であるが、全体的な設問数抑制のため、設問から削除することもやむを得ないと考えるもの

資料７－２

10　情報 115

問１１１で「１．見たことがある」と回答した方に伺いま

す。

どの点が悪いと感じましたか。

１．知りたい情報に到達するまでに時間がかかる

２．文章が分かりづらい　３．図や写真が分かりづらい

４．情報量が多い又は少ない　５．情報が古い　6.ほしい情報がない（具体的に：　　　　　　　　　　）

7．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

複数選択 情報発信
3.課題深掘り/

ニーズ調査
追加 〇

【設問追加趣旨】

がんポータルを通した情報発信の改善のため確認

10　情報 116
あなたは、がんに関する情報として、どのようなことが知

りたいですか。ご自由に記載してください。
自由記述 情報発信

3.課題深掘り/

ニーズ調査
据え置き 〇

９　がん登録 49 あなたは全国がん登録を知っていますか。 １．内容を知っている ２．聞いたことはあるが内容は知らない ３．聞いたことがない 択一 がん登録 趣旨不明 削除
前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

９　がん登録 50
全国がん登録を進めることによってあなたは何を期待しま

すか。

１．がん罹患率や生存情報の公開 　 ２．がん検診の実効性の検証　　３．がん医療の質の向上

４．地域の実情に合わせたがん医療の普及　　　５．その他（具体的に： 　）
複数選択 がん登録 趣旨不明 削除

前回調査における調査項目であるが、結果の活用想定がな

いため削除

11　その他 117

療養生活を続けられる中で、不安や困っていること、疑問

に思っていることなどがありましたら、ご自由に記載して

ください。

自由記述
3.課題深掘り/

ニーズ調査
据え置き 〇 〇 〇

11　その他 118

医療従事者や行政に対し、がん予防やがん検診についての

ご意見やご希望などがありましたら、ご自由に記載してく

ださい。

自由記述
3.課題深掘り/

ニーズ調査
据え置き 〇 〇 〇

11　その他 119
医療従事者や行政に対し、がん医療についてご意見やご希

望などがありましたら、ご自由に記載してください。
自由記述

3.課題深掘り/

ニーズ調査
据え置き 〇 〇 〇

100 111 77


